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１・２年生の皆さんが参加した３月１５日の卒業式予行では、皆さんが心を込めて３年生を
送り出してくれました。皆さんが参加しない１９日の卒業式では、３年生は大変立派に振る舞
い、堂々と卒業していったことを報告いたします。
毎年中学校区の３つの小学校から卒業式に来賓として招待されます。先週の金曜日に私は町

田第四小学校の卒業式に行ってまいりました。そこで、卒業証書を受け取る児童の皆さんが、
将来の夢やどんな自分に成りたいのかを述べていました。その中で、こんな中学生になりたい
と述べる人たちがたくさんいました。皆さんは、１年前、２年前にどんな決意をもっていたの
でしょうか。今日の修了式を迎えるに当たり、皆さんには、この一年間を振り返ってもらいた
いと思います。果たして目標は達成することができましたか。十分に達成できた人や後一歩と
いう人、まだまだ全然足りてないという人、様々だったことでしょう。しかし、ここで皆さん
に必ず行ってほしいことがあります。それは、この一年間を振り返った後に、必ず自分を褒め
てほしいということです。
ここで褒めることについて考えてみます。みなさんは人から褒められてうれしい気分になっ

たことがあると思います。やる気が出ることだってあるでしょう。また、ここで自分とは何か
を考えてみます。みなさんが自分だと思っているものとは何でしょうか。手は自分ですか。腕
は自分ですか。目は、耳は、口は自分ですか。このように振り返ると、自分が細分化され、突
き詰めると体の細胞の一つ一つが全て自分だということになります。そして、この体は時とし
て自分の思い通りにならないことがあります。自分の意に反して体調を崩すこともあります。
そこで思い出してほしいのが、褒められるとやる気が出るということです。自分で自分を褒め
るということは、この自分の体の６０兆個とも云われる細胞の一つ一つにエールを贈るという
ことなのです。この細胞たちがやる気になることが、次の一歩を踏み出す皆さんにとってとて
も大切なことです。皆さんはそれぞれ、上手くいってもそうでなくても、３６５日間を過ごし
て、今この場に立っています。それだけで、大変立派なことです。私からも皆さんを讃えたい
と思います。皆さんはこの一年間よく頑張ってきました。それでは、皆さん、４月８日の始業
式でまた元気にお会いしましょう。

★第７７回卒業式

３月１９日（火）に、２４３名の卒業生が本校を巣立っていきました。
５年ぶりに来賓をお迎えし、多くの保護者様、教職員一同が見守る和や
かな雰囲気の中、少し緊張気味に、感慨深げに、欠席したクラスメート
の分まで心を込めて一人一人卒業証書を受け取っていました。
緑学年は３年間、生徒主体を根本に色々なことに挑戦してきました。

卒業練習も教員はほとんど指示を出さずに、自分達で会場づくりをし、
合唱練習も自分達で司会進行を行いました。ただ、少し残念だったのが、
インフルエンザによる欠席増と学級閉鎖でした。この非常事態に、歌の
練習も１回しか行えず、満足のいくところまでは歌を仕上げることができませんでした。当日は本
当に不安でしたが、「正解」「旅立ちの日に」は、練習をほとんどやることができなかったとは思え
ない歌唱でした。最後まで本番に強い学年でした。これも幾多の異常気象を乗り越え、培った力だ
と思います。

保護者の皆様、色々なことがありました
が、皆様のご支援・ご協力があればこそこ
こまで来られました。また、生徒にも恵ま
れ多数の苦難を乗り越えることができまし
た。至らぬ点等あったかと思いますが、学
年一同感謝しております。更なる飛躍をお
祈り申し上げます。
本当に３年間ありがとうございました。



★小中連携学校説明会 ＜生徒会＞ ２月２７日（火） ★校外学習 ＜わかば学級＞ ２月２９日（木）

生徒会では町田一小、三小、四小の小学校六年生 ２月29日（木）
を体育館に招き、新入生向けの学校説明会を行いま に、お別れ校外学
した。生徒会役員主導のもと、授業やきまりなど一 習（江ノ島方面）
中生活について説明するスライド発表、六年生から に行ってきました。
の質問に役員が答える質疑応答、各教室や設備を見 午前は「新江ノ島
学する校舎巡りを行いました。最初は緊張した面持 水族館」の見学、
ちだった六年生でしたが、質疑応答をするうちに緊 午後は「江島神社」
張がほぐれたのか、校舎巡りの際には四月からの中 や「江の島弁財天
学校生活を期待して楽しんでいるようでした。 仲見世通り」を散

策してきました。
当日は天気も良く、
行き帰りの電車や神社の参道も、A組・B組一緒に
行動することができました。
事前学習では、一人一人が興味のある生き物や施

設を調べ、班長を中心に行動計画を立てました。事
後学習では俳句を作り、班新聞を作りました。
3年生との楽しい思い出ができました。

★共生フェスタ ＜１学年＞ ３月１日（月） ★学校運営協議会 ３月１１日（月）

第1学年は現在、総合的な学習の時間で『共生社 ３月１１日、第５回学校運営協議会が開催されま
会』を実現するために自分ができることは何なのか した。年間を通して、委員の皆様からは「体育大会
を探求しています。3月1日(金)5・6校時に行われ の縦割り活動が良かった」、「学校が落ち着いてい
た『共生フェスタ』はその取り組みの一環で、手話 る」、「授業をしっかり受けている生徒が多い」、「わ

サークルまちだと本校わかば学級から講師を招き、 かば学級の作品が素晴らしい」、「部活動の挨拶が素
『共生社会』実現のためには何が大切なのか、貴重 晴らしい」、「キャリア教育など外部講師を活用した
なお話を伺うことができました。 授業の工夫が良かった」などの意見をいただきまし
たとえ手話が十分にできなくても、筆談や身振り た。また、教室の環境整備や学校からの情報発信の

手振り、表情を豊かにすることで聴覚障害者の方と 方法、学校評価アンケートの回答率の向上などの課
の会話は可能であること。障害をもつ方に対して過 題に対してもご意見やご指摘をいただきました。そ
剰に配慮することでかえって心の壁が生じてしま れらの意見をもとに学校がより良くなるよう努めて
い、お互いの関係はますます窮屈になってしまうこ いきます。１年間どうもありがとうございました。
と。柔軟な心で当たり前に関わっていくことが大切

なのだと、改めて考えさせられた時間でした。

★部活動等で頑張っています！ 【第７３回東京都公立学校美術展覧会】
★家庭科
トートバッグ： Ｙ．Ｎ．（２－４） Ｍ．Ｍ．（２－４）
幼児のおもちゃ： Ｙ．Ｉ．（３－２） Ｙ．Ｍ．（３－４）

Ｙ．Ｙ．（３－５）
★技術科
ＮとＡのアンサンブル： Ｎ．Ｎ．（３－１）
メンダコキー： Ａ．Ｏ．（３－３）
月： Ｋ．Ｙ．（３－５）
Ｒ エンブレム： Ｋ．Ｔ．（３－５）
★美術科
連続模様のデザイン： Ｙ．Ｓ．（２－２）

Ｋ．Ｋ．（２－６）
Ｒ．Ｏ．（２－６）

文字で美しく伝える「天気」： Ｋ．Ｋ．（１－７） 【アーチェリー】
★第９回小中学生全国通信

【町田市明るい選挙ポスターコンクール】 アーチェリー大会
優良賞 Ｍ．Ｍ．（２－４） 日時：１２月２４日（日）

【第２５回地球環境保全ポスター展】 成績：ＲＣ５０＋３０Ｍ
町田市長賞 Ｍ．Ｍ．（２－４） 第１位

Ｌ．Ｎ．（３－２）
【２０２３町田市立学校朝食レシピコンテスト】

入選 Ｋ．Ｃ．（１－２）

【第６３回東京都中学校書き初め紙上展】
準特選 Ａ．Ｔ．（３－４） Ｍ．Ｍ．（２－４）
金賞 Ｋ．Ｔ．（３－２） Ｙ．Ｙ．（３－５）

Ｙ．Ｎ．（２－４） Ｎ．Ｔ．（２－４）
Ｙ．Ｋ．（１－３） Ｋ．Ｔ．（１－４）
Ａ．Ｉ．（１－６）

【令和５年度体育優良生徒】
Ａ．Ｓ．（３－３） 得意競技：陸上競技
Ｓ．Ａ．（３－４）得意競技：水泳

【令和５年度体育努力生徒】
Ｈ．Ｓ．（３－Ａ） 得意競技：サッカー

【水泳部】
★スプリント選手権＠穎明館中学校
日時： １２月２４日（日）
成績： 個人の部
２００ｍ平泳ぎ 女子： 第２位 Ｋ．Ｋ．（２－６）

男子： 第２位 Ｙ．Ｙ．（１－２）
２００ｍ背泳ぎ 男子： 第３位 Ｍ．Ｈ．（１－６）

男子： 第４位 Ｋ．Ｕ．（１－６）
２００ｍ個人メドレー 女子： 第２位 Ｋ．Ｔ．（１－４）
５０ｍ自由形 男子： 第２位 Ｋ．Ｓ．（２－２）
１００ｍバタフライ 男子： 第１位 Ｙ．Ｙ．（１－２）
５０ｍ平泳ぎ 女子： 第１位 Ｋ．Ｋ．（２－６）

女子： 第５位 Ｋ．Ｔ．（１－４）
２００ｍ自由形 女子： 第１位 Ｒ．Ｏ．（２－５）

男子： 第２位 Ｋ．Ｓ．（２－２）
５０ｍ背泳ぎ 女子： 第１位 Ｙ．Ｋ．（１－７）

女子： 第３位 Ｍ．Ｓ．（２－４）
５０ｍバタフライ 女子： 第１位 Ｒ．Ｏ．（２－５）
１００ｍ個人メドレー 女子： 第６位 Ｍ．Ｓ．（２－４）
１００ｍ背泳ぎ 女子： 第４位 Ｙ．Ｋ．（１－７）

女子： 第５位 Ｍ．Ｏ．（１－６）
男子： 第２位 Ｋ．Ｅ．（２－６）

４×５０ｍメドレーリレー 男子： 第１位 Ｅ藤・Ｙ田・Ｏ矢・Ｓ水
女子： 第２位 Ｋ谷（悠）・Ｋ谷（恵）

・Ｏ木・Ｓ牧
混合： 第３位 Ｏ畑・Ｕ倉・Ｔ永・Ｔ屋

４×５０ｍフリーリレー 男子： 第１位 Ｅ藤・Ｏ矢・Ｙ田・Ｓ水
女子： 第３位 Ｋ谷（悠）・Ｋ谷（恵）

・Ｓ牧・Ｏ木
混合： 第４位 Ｔ屋・Ｕ倉・Ｏ畑・Ｔ部井

新チーム３戦目。大会で他校の先生方からも、「町田一中を見習って」とい
う言葉をいただけるようになってきました。記録とチームワークと両面で、
更に前進していきましょう！！


